






はじめに 

すべての新生児に対して vitaminK を予防的に投与すべきか否かについては,賛否両論があ

り,容易には結論が出ないのが現状である。 

乳児性の vtamin K(以下 VK)欠乏症が問題になってから,その地域による発生率に差がある

という疫学的な見地からも検討がなされている。 

しかし,何よりも大きな問題点は，出生直後の新生児が低プロトロンビン血症であるにもか

かわらず,生体における VK の吸収やその代謝に関する報告はきわめて少ないことにある。 

またさらに大きな問題は,出生後の一回の投与だけで乳児性の VK 欠乏症による出血性疾患

を予防しうるか否かについての詳細な検討がないことにある。 

よってこの面から VK の新生児の生体内における代謝の動態を検索することは急務と思わ

れるので,低プロトロンビン状態にある新生児にビタミン Kを投与し,その吸収の状態を検

索することを目的とした。 


